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．第2回リフレッシュ参加者からの感想

･モニタリングポストはインチキか？続き

･武田問題安全調査報告・放射能測定値

･映画「モンサントの不自然なたべもの」

〆兎葬云昆,日東大星鴛鰯態露蜜票駕襲皐で西尾正這案二言憲二
が開催された。この講演会には、大学関係者､研究者、医師、弁護士、市民活動のリーダー的な存在の方々

に多数お集りいただいた。動画配信はしなかったが、大変好評で、終了後も参加者が会場に残り続け、最

後には、追い出すような形で会場を出ていただいたのだった。

この講演会を契機に都内やホットスポットでの西尾先生の講演が続き、さらにいくつかの動きが作られ

ていった。そのひとつが西尾先生からの要望書提出であった。

2013年2月1日、内閣総理大臣、復興大臣、環境大臣、厚生労働大臣へ提出された要望書の骨子を紹介

する。要請の一つ目の「被爆検査健康手帳」の配布は汚染地に暮らすすべての人々へ配布されるべきだと

思う。藤沢市もその中に入ると考えている。西尾先生はその後、福島県内各地で講演活動と甲状腺検査を

開始し、さらにホットスボットでも検査を開始される予定で、退職されてますます多忙な日々を過ごされて

いる。5月11日には藤沢にある日大生物資源科学部で講演会が開催される。

要望書骨子

1．被曝検査無料の【被曝検査健康手帳】(仮称)を配布し、全国で無料受診できる体制を整えること。

2．「被曝検査健康手帳」を渡されていない段階の「被曝検査」に関する診療報酬の扱いの統一。

3．甲状腺検査現場で画像データのコピーを子供の保護者に必ず渡すこと。

4．甲状腺機能の検査として、血液によるT3.T4.TSHのチェックを行うこと。

5．「被曝に関する被験者の診療記録」は、例外的に画像を含め今後50年間の保存義務とすること。

6.．原発事故の収拾にあたる作業員を含め､被曝線量が高かった人(定義が必要)に､希望があれば､｢検査」

を行うように行政指導すること。

7．内部被曝の検査においては､ホールボディーカウンタより数十倍精度

の高い尿による内部被曝検査ができる体制を構築すること。

8．年間5mSv以上は強制移住とし、年間1～5raSvの住民には移住権

利を与えること。

9・ナショナル被曝医療センターを作ること。あらゆる核種が検出できる

計測技術の整備が必要である。また被曝者が死亡した場合本人・家族

の要望があれば臓器の被曝線量の測定できる医療機関を設置すること。

10．以上のことを成し遂げるため、厚生労働省に原発被害の責任部署を

置くことを要請する。（須藤百合子）
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フジ（湘南台公園）
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